
 

第 3章 1-12-1-1 

 

１．１２（１）センタードーム設備  出来形基準（据付精度）  

測 定 項 目 基 準 値 測 定 基 準 測 定 基 準 参 考 図 

センタードーム 

高低差 

±5.0 ㎜以内 

 

高低用副基準点よりレ

ベルにて周囲４箇所を

測定する。 

 

ドラフトチュー

ブの塔垂直度 

 

2/1000 以内 

 

 

 

下げ振り等により、ド

ラフトチューブの塔垂

直度を周囲２箇所で測

定する。 

 

 

 

 

 



 

第 3章 1-12-2-1 

 

１．１２（２）熱交換器  出来形基準（据付精度）  

測 定 項 目 基 準 値 測 定 基 準 測 定 基 準 参 考 図 

水平度 

 

1／100 以内 

 

吐出フランジ面で水準

器により測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吐出フランジ面 



 

第 3章 1-12-3-1 

 

１．１２（３）脱硫装置  出来形基準（据付精度）  

測 定 項 目 基 準 値 測 定 基 準 測 定 基 準 参 考 図 

本体 

垂直度 

10mm 以内 

（１ｍ当り） 

下げ振り等により本体

の倒れを測定する。 

 

 



 

第 3章 1-12-4-1 

 

１．１２（４）ガスタンク設備  出来形基準（据付精度）  

測 定 項 目 基 準 値 測 定 基 準 測 定 基 準 参 考 図 

本体垂直度 

 

表１参照 

（X１－X２） 

 

表１参照 

（X１－X２） 

 

下げ振り等により本体

の倒れを測定する。 

側板１段組立後、最終

段組立完了後測定 

 

本体水平度 表１参照 

 

レベルにより測定 

側板１段組立後 

本体真円度 表２参照 

 

スケールにより測定 

（図面寸法との差） 

 ①－⑤ 

 ②－⑥ 

③－⑦ 

④－⑧ 

側板１段組立後、及び

最終段組立完了後測定 

 

ガイド支柱 

垂直度 

表３参照 

（X１－X２） 

 

下げ振り等により本体

の倒れを測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 3章 1-12-4-2 

 

表  １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   表  ３ 

 

 

 

 

 

 

タンク径（ｍ） 

側板１段組立 

設計値（ｍｍ） 

水平度（ｍｍ） 垂直度（ｍｍ） 真円度（ｍｍ） 

１５未満 ± ５ ± ３ ± 10 

１５～３０ ± ５ ± ５ ± 10 

 

 

                       表  ２ 

 

タンク径（ｍ） 

側板最終段組立 

ガスタンクの高さ（ｍ） 
真円度許容

値（ｍｍ） 
１０未満 １０～１５ １５以上 

垂直度許容値（ｍｍ） 

１５未満 ± ２０ ± ２５ ± ３０ ± ３０ 

１５～２０ ± ２５ ± ３０ ± ３５ ± ３５ 

２０～３０ ± ３０ ± ３５ ± ４０ ± ４０ 

垂直度 

円周方向（ｍｍ） 径方向（ｍｍ） 

± 1０ ± 1０ 



 

第 3章 1-12-5-1 

 

１．１２（５）余剰ガス燃焼装置  出来形基準（据付精度）  

測 定 項 目 基 準 値 測 定 基 準 測 定 基 準 参 考 図 

据付垂直度 

 

（X1－X2）／Ｌ 

≦1/100 

炉筒外面の垂直度 

下げ振り等により炉筒

外面の倒れを測定す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 3章 1-13-1-1 

 

１．１３（１）生物脱臭塔  出来形基準（据付精度）  

測 定 項 目 基 準 値 測 定 基 準 測 定 基 準 参 考 図 

垂直度 

 

（X1－X2）／Ｌ 

≦1/100 

 

 

 

下げ振り等により本体

の倒れを測定する。 

 

 

 

 

 



 

第 3章 1-13-2-1 

 

１．１３（２）活性炭吸着塔  出来形基準（据付精度）  

測 定 項 目 基 準 値 測 定 基 準 測 定 基 準 参 考 図 

垂直度 

 

（X1－X2）／Ｌ 

≦1/100 

 

 

 

下げ振り等により本体

の倒れを測定する。 

 

 

 

 

 


